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	 Optically active γ-diaryl-α-ketocarboxylic acid derivatives have proven to be beneficial 
precursors for γ-diarylcarbonyl structures, which are included as key motifs in many biologically 
active compounds. We report herein a development of a rhodium-catalyzed asymmetric 1,4-addition 
of arylboronic acids to β,γ-unsaturated-α-ketoamides using L1 which provides corresponding γ-
diatyl-α-ketoamides in high yields and with good regio- and enantioselectivities. 
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	 光学活性 γ-ジアリールカルボニル化合物は生理活性
化合物の重要な部分構造であり、γ-ジアリール-α-ケト
カルボン酸誘導体はその有用な前駆体である。一方当

研究室では、ビナフチルの軸不斉とスルホキシドの点

不斉により一対のジアステレオマーが存在する

Sulfoxide-MOP 配位子 L1 および L2 を用いた触媒的不斉合成反応の開発を行ってきた。
その興味深い知見の一つとして、L1がアリールボロン酸の α,β-不飽和ケトン及びエス
テルへのロジウム触媒不斉 1,4-付加反応を高収率かつ高エナンチオ選択的に進行させ
ることを見出している。1そこで今回、L1を用いてアリールボロン酸と β,γ-不飽和-α-ケト
アミドとの 1,4-付加反応を検討したところ、対応する γ-ジアリール-α-ケトアミドが高収
率かつ高エナンチオ選択的に得られることを明らかにした（Scheme 1）。一方で L2 を用
いると 1,2-付加反応が優先した。 
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